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¶
 
事
案
の
概
要
 
 
 

①
 
A
社
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
常
を
主
た
る
業
務
と
す
る
株
 
 
 

式
会
社
で
あ
る
が
、
平
成
n
九
年
二
月
叫
三
日
†
前
九
時
、
京
都
地
方
 
 
 

裁
判
所
に
お
い
て
破
産
干
続
開
始
決
完
を
受
け
、
同
時
に
X
が
破
産
管
 
 
 

財
人
に
選
任
さ
れ
た
。
 
 

②
 
A
杜
は
、
Y
銀
行
0
支
店
に
当
座
預
金
正
下
、
「
本
件
損
金
」
と
い
 
 
 

う
。
′
）
 
を
有
し
て
い
た
。
 
 

③
 
恥
に
先
行
し
て
、
A
社
は
、
平
成
一
九
年
二
〃
九
日
午
後
三
時
（
Y
 
 
 

銀
行
0
支
店
の
閉
店
時
間
）
か
ら
同
月
一
三
日
午
前
八
時
三
五
分
（
夜
 
 
 

間
金
庫
開
扉
時
刻
）
ま
で
の
間
に
、
二
度
に
わ
た
り
、
合
計
約
四
〇
〇
 
 
 

万
円
を
夜
間
金
庫
に
投
入
す
る
方
法
に
よ
り
Y
銀
行
に
預
け
た
。
 
 

④
 
Y
銀
行
の
夜
間
金
庫
規
定
第
三
条
に
は
、
次
の
規
定
が
あ
る
。
 
 
 

「
3
．
預
金
へ
の
受
入
処
理
 
 
 

佃
 
こ
の
夜
間
金
庫
に
投
入
さ
れ
た
入
金
袋
内
の
現
金
∴
証
券
類
は
、
 
 

次
の
窓
‖
営
業
時
間
開
始
後
、
当
行
所
定
の
手
続
に
よ
り
確
認
の
 
 

判
例
研
究
 
 

夜
間
金
庫
に
投
入
さ
れ
た
金
銭
の
預
金
成
立
時
期
 
 

一
 
 

吉
 
 
岡
 
 
伸
 
 

う
え
指
定
の
預
金
口
座
に
受
入
れ
ま
す
の
で
、
遅
滞
な
く
受
入
金
 
 

和
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
金
日
付
は
投
入
口
の
翌
窓
 
 

H
営
業
‖
と
な
り
ま
す
。
 
 
 

畑
 
前
項
の
取
扱
い
に
あ
た
り
、
人
金
票
に
記
載
さ
れ
た
全
教
が
当
行
 
 

で
確
認
し
た
現
金
・
証
券
類
の
金
額
と
相
違
し
て
い
る
場
合
に
 
 

は
、
預
金
へ
の
受
入
金
額
は
当
行
で
確
認
し
た
金
額
に
よ
る
も
の
 
 

と
し
ま
す
。
こ
の
処
理
を
し
た
う
え
は
、
当
行
は
そ
の
責
任
を
負
 
 

い
ま
せ
ん
。
」
 
 

⑤
 
Y
銀
行
は
、
平
成
一
九
年
二
日
一
三
口
午
前
九
時
一
九
分
、
本
件
預
 
 
 

金
に
上
記
③
の
金
員
の
入
金
処
理
を
行
っ
た
〔
ゝ
 
 

⑥
 
Y
銀
行
は
、
平
成
一
九
年
三
月
二
九
口
付
け
相
殺
通
知
書
に
よ
り
、
 
 
 

X
に
対
し
、
上
記
約
四
〇
〇
万
円
を
含
む
預
金
、
積
金
及
び
利
息
金
と
 
 
 

貸
金
債
権
と
を
対
当
額
で
相
殺
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
行
い
、
同
通
知
 
 
 

書
は
同
月
三
〇
臼
X
に
到
達
し
た
。
 
 

⑦
 
以
上
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ⅹ
が
、
Y
銀
行
に
対
」
、
次
の
よ
う
に
主
 
 
 

張
し
て
、
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
破
産
手
続
開
始
決
定
 
 

九
三
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二
 
第
．
審
判
決
（
大
津
地
判
平
成
一
九
牛
二
一
月
二
六
 
 

日
金
融
法
務
事
情
一
八
四
五
号
六
‥
頁
）
 
の
概
要
 
 

第
′
番
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
X
の
請
求
を
認
容
し
た
、
＝
 
 
 

す
な
わ
ち
、
「
当
座
班
会
契
約
は
、
弁
済
期
の
定
め
の
な
い
消
費
寄
託
契
 
 

約
で
あ
り
、
消
費
寄
託
契
約
は
、
受
害
者
が
寄
託
者
か
ら
目
的
物
を
尊
け
 
 

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ
る
要
物
契
約
と
解
さ
れ
る
か
ら
 
（
民
法
 
 

∴
六
六
条
、
五
人
七
条
）
、
預
金
契
約
も
、
銀
行
が
H
的
物
た
る
金
銭
の
交
 
 

付
を
安
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
力
を
牛
じ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
 
 

と
も
、
質
物
契
約
に
あ
っ
て
も
契
約
戊
L
り
一
に
は
当
事
者
間
の
合
意
が
必
要
 
 

で
あ
・
リ
、
消
費
寄
託
契
約
に
お
け
る
合
喪
の
内
容
は
消
費
害
託
の
目
的
と
 
 

な
る
べ
き
金
額
で
あ
る
か
ら
、
預
金
契
約
が
成
」
止
」
、
預
金
債
権
が
発
生
 
 

し
た
と
い
う
た
め
に
は
、
単
に
金
員
が
銀
行
の
管
理
支
配
下
に
入
っ
た
だ
 
 

け
で
は
足
り
ず
、
県
別
と
し
て
、
銀
行
が
人
金
を
確
認
し
、
組
織
上
予
定
 
 

さ
れ
た
手
続
き
に
従
っ
て
規
実
の
受
入
れ
処
理
 
（
人
金
記
帳
〉
 
を
す
る
こ
 
 

と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

A
社
と
Y
と
の
間
で
は
、
本
件
夜
間
金
庫
規
定
に
基
づ
く
夜
間
金
庫
利
 
 

用
契
約
が
成
立
し
て
い
る
が
、
同
規
定
に
よ
れ
ば
、
Y
と
夜
間
金
庫
利
用
 
 

が
さ
れ
た
上
記
①
の
時
点
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
本
件
預
金
は
成
立
し
 
 

て
お
ら
ず
、
単
純
な
金
銭
の
寄
託
が
成
立
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
「
）
 
そ
 
 

う
す
る
と
、
上
記
殉
四
〇
〇
万
円
の
預
金
契
約
は
L
記
ハ
甘
の
時
点
以
降
 
 

に
成
」
止
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
相
殺
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
 
 

が
っ
て
、
預
金
払
渡
請
求
権
に
基
づ
き
、
約
四
〇
〇
方
円
の
預
金
の
払
 
 

渡
し
等
を
求
め
た
と
。
 
 

九
四
 
 

契
約
を
し
た
顧
客
は
、
当
該
顧
客
名
義
の
当
座
勘
定
、
普
通
預
金
そ
の
他
 
 

の
預
金
へ
入
金
す
る
た
め
窓
口
営
業
時
間
外
に
、
規
金
の
ほ
か
預
金
に
受
 
 

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
証
券
類
を
、
Y
所
定
の
人
金
票
及
び
通
帳
等
と
と
 
 

も
に
Y
所
定
の
人
金
袋
に
入
れ
て
夜
間
金
庫
に
投
入
し
 
（
一
条
、
二
条
一
 
 

項
）
、
Y
は
、
こ
の
夜
間
金
庫
に
投
入
さ
れ
た
人
金
袋
内
の
現
金
・
証
券
類
 
 

を
「
次
の
窓
口
営
業
時
間
開
始
後
、
当
行
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
確
認
の
 
 

う
え
指
定
の
預
金
口
稚
に
愛
人
れ
」
 
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
 
（
三
条
一
 
 

項
）
∩
上
記
各
規
定
は
、
そ
の
文
言
、
殊
に
通
常
、
銀
行
に
よ
る
人
金
処
理
 
 

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
 
「
貴
人
れ
」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
 
 

に
か
ん
が
み
、
Y
は
、
窓
〓
営
業
時
間
外
に
夜
間
金
庫
に
投
函
さ
れ
た
硯
 
 

金
・
証
券
類
に
つ
い
て
は
、
翌
営
業
時
間
開
始
後
に
入
金
鯨
を
確
認
し
、
 
 

所
荒
の
入
金
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
預
金
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
す
る
 
 

と
い
う
趣
旨
と
解
せ
ら
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
夜
間
金
庫
利
用
の
場
合
に
 
 

お
い
て
当
座
預
金
契
約
が
成
立
す
る
時
期
は
、
Y
が
翌
営
業
時
間
開
始
後
 
 

に
人
金
処
理
を
行
っ
た
と
き
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 
 

本
件
に
お
い
て
、
Y
の
係
員
が
受
入
れ
処
理
を
行
っ
た
の
は
、
平
成
一
 
 

九
年
二
月
一
三
H
†
前
九
時
一
九
分
と
認
め
ら
れ
、
A
杜
と
Y
と
の
閃
に
 
 

当
座
預
金
契
約
が
成
一
宜
し
、
Y
に
A
社
に
対
す
る
預
金
払
戻
債
務
が
発
生
 
 

し
た
の
は
、
本
件
破
産
手
続
開
始
決
走
が
行
わ
れ
た
同
H
午
前
九
時
以
後
 
 

と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
上
記
預
金
払
戻
債
瘍
は
本
件
破
産
手
続
開
始
 
 

決
定
後
に
成
立
し
た
債
務
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
Y
が
A
祉
に
対
し
て
有
 
 

す
る
貸
金
債
権
と
相
殺
す
る
こ
と
は
破
産
法
七
一
条
一
項
∵
号
に
抵
触
 
 

し
、
本
作
相
殺
の
意
思
衷
∴
小
は
無
効
で
あ
る
ご
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三
 
控
訴
審
判
決
（
大
阪
高
判
平
成
二
〇
年
五
月
二
九
日
 
 

金
融
法
務
事
情
一
八
四
五
号
五
八
百
）
 
の
概
要
 
 

控
訴
審
判
決
も
第
】
審
判
決
を
支
持
し
、
次
の
点
を
追
加
し
た
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
「
当
親
判
所
も
、
Y
に
よ
る
相
殺
は
破
産
法
七
一
条
一
項
一
 
 

号
に
抵
触
し
て
許
さ
れ
ず
、
Ⅹ
の
請
求
は
認
零
す
べ
き
も
の
と
判
断
す
る
。
 
 

そ
の
理
由
は
、
原
判
決
「
第
3
 
当
裁
判
所
の
判
断
」
 
に
記
載
さ
れ
て
い
 
 

る
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。
 
 
 

Y
は
、
本
件
に
お
い
て
Y
が
入
金
処
理
を
行
っ
た
時
に
当
座
預
金
契
約
 
 

が
成
立
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
預
金
を
受
人
れ
る
権
限
を
有
す
る
者
が
 
 

預
金
と
す
る
趣
旨
で
顧
客
か
ら
金
目
を
受
領
し
た
時
点
に
お
い
て
預
金
契
 
 

約
が
成
立
す
る
旨
判
示
し
た
高
裁
判
決
を
是
認
し
た
最
高
裁
昭
和
五
八
年
 
 

一
月
二
五
日
第
三
小
法
廷
判
決
 
（
金
融
法
務
事
情
1
〇
三
四
旨
由
一
頁
〕
 
 

の
趣
旨
に
反
す
る
と
主
張
す
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
夜
間
金
庫
に
金
銭
を
技
人
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
 
 

の
件
質
上
当
然
に
、
預
金
を
古
け
人
れ
る
権
限
を
有
す
る
者
に
対
す
る
金
 
 

銭
の
交
付
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
上
記
最
高
裁
判
決
の
趣
 
 

旨
か
ら
、
直
ち
に
、
夜
間
金
峰
に
金
銭
を
投
入
し
た
際
に
預
金
契
約
が
成
 
 

立
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
夜
間
金
庫
は
、
 
 

銀
行
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
｛
環
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
確
 
 

聞
金
庫
に
預
け
入
れ
ら
れ
た
金
銭
に
係
る
法
律
関
係
は
、
原
則
と
し
て
、
 
 

銀
行
と
顧
客
と
の
間
の
夜
間
金
庫
の
利
用
に
関
す
る
契
約
の
内
容
に
よ
っ
 
 

て
定
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
見
る
と
、
本
件
夜
 
 

間
金
庫
規
定
三
条
に
よ
れ
ば
、
夜
間
金
庫
に
投
入
さ
れ
た
現
金
等
は
、
次
 
 

の
窓
口
営
業
時
間
開
始
後
所
定
の
手
続
に
よ
り
確
認
の
う
え
指
定
の
口
座
 
 

四
 
検
 
討
 
 
 

り
 
参
考
判
例
一
 
 
 

本
判
決
の
中
で
示
さ
れ
た
乾
二
小
判
昭
和
五
八
年
一
月
二
五
日
は
、
導
 
 

入
預
金
な
ど
も
間
顔
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
本
事
案
と
の
関
連
で
は
、
 
 

九
五
 
 
 

に
受
け
入
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
場
今
の
入
金
日
付
は
投
入
口
の
翌
窓
 
 

口
営
業
日
と
な
る
旨
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Y
に
お
い
て
は
、
 
 

夜
間
金
庫
に
役
人
さ
れ
た
現
金
等
に
つ
い
て
は
、
翌
窓
口
営
業
日
に
指
定
 
 

の
口
座
に
受
け
人
れ
る
手
続
を
行
っ
た
際
に
預
金
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
 
 

が
、
夜
間
金
庫
の
利
用
に
関
す
る
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
 
 

め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
作
に
お
い
て
も
、
当
座
預
金
契
約
が
成
立
 
 

す
る
の
は
、
平
成
一
九
年
二
月
一
三
口
に
Y
に
お
い
て
受
入
手
続
を
行
っ
 
 

た
時
、
す
な
わ
ち
同
日
の
午
前
九
時
一
九
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
、
 
 

入
金
袋
に
封
入
さ
れ
た
特
定
物
と
し
て
の
金
銭
に
つ
い
て
の
単
純
寄
託
契
 
 

約
が
成
立
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
Y
は
、
ヒ
記
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
預
金
者
の
通
常
の
合
 
 

理
的
意
思
に
反
す
る
と
主
張
す
る
が
、
本
件
夜
間
金
庫
規
定
の
定
め
は
上
 
 

記
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
預
金
者
は
こ
れ
を
認
識
し
た
上
で
夜
間
金
庫
を
 
 

利
用
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
し
、
枚
閉
会
庫
に
現
金
等
を
投
入
し
た
 
 

際
に
預
金
契
約
 
（
消
費
寄
託
契
約
）
 
が
成
立
す
る
も
の
と
す
る
商
慣
習
が
 
 

成
立
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
か
ら
、
Y
の
主
張
 
 

は
採
用
で
き
な
い
。
」
 
 

な
お
、
本
事
件
は
、
控
訴
審
判
決
で
確
定
し
て
い
る
ト
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あ
る
金
融
機
関
Y
の
A
支
店
の
応
接
室
に
お
い
て
交
付
さ
れ
た
資
金
に
つ
 
 

い
て
預
金
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
が
論
点
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
A
‡
店
 
 

の
支
店
長
B
ら
が
、
支
店
の
応
接
室
に
お
い
て
、
定
期
預
金
を
預
け
入
れ
 
 

る
意
思
を
も
っ
た
Ⅹ
か
ら
金
員
の
交
付
を
受
け
、
定
期
預
金
証
書
の
交
付
 
 

を
受
け
た
と
こ
ろ
、
第
一
蕃
で
あ
る
大
阪
地
判
昭
和
五
六
年
三
月
五
日
は
、
 
 

こ
れ
ら
の
認
定
事
実
か
ら
X
と
Y
と
の
問
に
定
期
預
金
契
約
が
成
立
し
た
 
 

と
判
示
し
た
。
控
訴
審
で
あ
る
大
阪
高
判
昭
和
五
七
年
一
月
二
八
日
も
こ
 
 

れ
を
是
認
L
、
上
告
審
も
こ
の
点
を
支
持
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
判
決
は
、
預
金
を
受
け
入
れ
る
権
限
を
有
す
る
者
に
対
し
て
金
銭
 
 

が
交
付
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点
で
預
金
が
成
立
し
て
い
る
と
解
さ
れ
 
 

る
も
の
の
、
本
判
決
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
夜
間
金
庫
の
場
△
‖
、
「
夜
間
 
 

金
庫
に
金
銭
を
投
入
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
性
質
上
当
然
に
、
預
金
 
 

を
受
け
入
れ
る
権
限
を
右
す
る
者
に
対
す
る
金
銭
の
交
付
と
同
視
す
る
こ
 
 

と
は
で
き
な
い
」
と
考
え
ら
れ
る
n
 
 

ロ
 
蕃
考
判
例
丁
一
 
 
 

事
案
は
、
預
金
者
が
銀
行
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
現
金
等
を
出
し
て
申
 
 

込
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
何
者
か
が
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
置
か
れ
た
税
金
等
を
 
 

盗
ん
で
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
事
件
の
争
点
は
、
預
金
 
 

契
約
な
い
し
何
ら
か
の
寄
託
契
約
が
成
立
し
て
銀
行
が
被
害
者
と
な
る
の
 
 

か
、
預
金
契
約
が
成
立
し
て
お
ら
ず
預
金
者
が
被
害
者
と
な
る
の
か
と
い
 
 

う
点
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
に
射
し
、
大
審
院
大
正
一
二
年
一
一
月
二
〇
H
判
決
 
（
法
律
新
聞
 
 

二
二
二
」
ハ
号
四
頁
）
は
、
「
檻
院
ハ
‥
‥
へ
中
略
）
＝
…
・
此
ノ
場
合
二
於
テ
 
 

ハ
預
金
ト
シ
テ
ノ
消
費
寄
託
ハ
末
夕
成
立
セ
サ
レ
ト
モ
右
物
件
二
付
暗
黙
 
 

九
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ノ
意
思
表
示
l
一
依
リ
ー
種
ノ
寄
託
関
係
成
立
シ
テ
銀
行
二
保
管
義
務
発
生
 
 

シ
右
物
件
ノ
窃
取
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
保
管
義
務
ヲ
尽
サ
サ
ル
モ
ノ
ト
為
シ
上
 
 

哲
銀
行
二
命
ス
ル
二
之
二
因
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
以
テ
シ
タ
リ
然
レ
ト
モ
其
 
 

ノ
所
謂
〓
僅
ノ
寄
託
契
約
ト
ハ
果
シ
テ
何
ヲ
意
味
ス
ル
カ
漫
然
ト
シ
テ
之
 
 

ヲ
確
知
シ
難
シ
或
ハ
消
費
寄
託
二
非
サ
ル
単
純
ノ
寄
託
ノ
養
ナ
ラ
ン
カ
消
 
 

費
寄
託
ヲ
申
出
タ
ル
被
上
告
人
l
t
単
純
寄
託
ヲ
為
ス
ノ
意
思
表
示
ア
リ
ク
 
 

ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
理
由
那
辺
二
存
ス
ル
ヲ
知
ル
能
ハ
ス
又
寄
託
関
係
成
 
 

立
シ
タ
リ
ト
言
ハ
ン
ニ
ハ
消
費
寄
託
タ
ル
ト
単
純
寄
託
タ
ル
ト
ヲ
間
ハ
ス
 
 

当
事
者
間
二
寄
託
物
ノ
引
渡
即
占
有
ノ
移
転
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
原
院
 
 

ハ
呆
シ
テ
如
何
ナ
ル
見
解
ノ
ト
ニ
引
渡
ア
リ
ク
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
カ
判
 
 

文
上
判
然
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
銀
行
ノ
係
員
力
寄
託
申
込
者
l
一
於
テ
寄
託
 
 

物
ヲ
銀
行
ノ
受
付
じ
内
l
一
差
出
シ
テ
預
入
ノ
申
出
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
 
 

識
シ
テ
首
肯
シ
タ
レ
ハ
ト
テ
末
夕
占
有
ノ
移
転
ア
リ
タ
リ
ト
ハ
謂
7
ヘ
カ
 
 

ラ
ス
之
ヲ
宴
ス
ル
ニ
原
院
力
当
事
者
間
l
一
寄
託
関
係
成
立
シ
上
告
銀
行
二
 
 

保
管
義
務
ノ
発
生
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
ノ
理
由
ハ
不
明
ナ
ル
ヲ
以
テ
 
 

原
判
決
ハ
此
ノ
点
二
於
テ
理
由
不
備
ノ
不
法
ア
ル
ヲ
免
レ
ス
」
と
判
示
し
 
 

て
い
る
∩
 
 
 

こ
れ
は
、
第
三
者
が
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
あ
っ
た
現
金
等
を
窃
取
し
 
 

た
た
め
に
、
銀
行
に
責
任
を
負
わ
せ
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
寄
託
契
約
 
 

が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
現
行
の
係
員
が
寄
託
物
が
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
 
 

差
し
出
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
た
だ
け
で
は
、
未
だ
そ
の
寄
託
物
に
つ
き
 
 

占
有
が
寄
託
申
込
者
か
ら
銀
行
に
移
転
し
た
と
は
い
え
な
い
、
と
判
断
し
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
本
判
決
の
事
案
に
即
し
て
冨
う
な
ら
ば
、
夜
間
金
庫
に
 
 

入
れ
る
は
ず
の
物
が
、
液
間
金
庫
に
入
れ
る
直
前
に
窃
取
さ
れ
た
よ
う
な
 
 

場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
事
案
で
は
、
夜
間
金
庫
内
に
入
れ
ら
れ
て
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い
る
の
で
、
本
判
決
も
述
べ
る
よ
う
に
、
「
入
金
袋
に
封
入
さ
れ
た
特
定
物
 
 

と
し
て
の
金
銭
に
つ
い
て
の
単
純
寄
託
契
約
が
成
立
し
て
い
る
」
と
解
さ
 
 

れ
る
が
、
本
事
件
の
争
点
は
、
預
金
契
約
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
で
あ
り
、
 
 

争
点
が
異
な
る
も
の
と
思
え
る
。
 
 

8
 
参
考
判
例
三
、
四
お
よ
び
五
 
 
 

銀
行
の
得
意
先
係
員
等
の
行
員
が
取
引
先
に
出
向
き
集
金
し
た
金
員
に
 
 

つ
い
て
は
、
い
つ
の
時
点
で
預
金
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
行
 
 

員
が
現
金
を
預
か
っ
た
時
点
で
預
金
が
成
立
す
る
と
す
る
裁
判
例
 
（
東
京
 
 

高
判
昭
和
四
」
ハ
年
一
二
月
七
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
七
五
号
三
一
二
頁
、
金
 
 

融
法
務
事
情
六
四
八
号
二
凶
頁
 
（
以
下
、
「
参
考
判
例
三
」
と
い
う
。
）
 
お
 
 

よ
び
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
五
月
三
〇
日
金
融
法
務
事
情
五
九
二
号
三
五
 
 

頁
、
金
融
・
商
事
判
例
二
三
三
号
一
五
頁
（
以
下
、
「
参
考
判
例
四
」
と
い
 
 

う
。
〓
 
と
、
銀
行
内
部
に
持
ち
帰
っ
た
後
に
所
定
の
計
算
手
続
を
終
了
し
 
 

た
時
点
で
成
立
す
る
と
す
る
裁
判
例
 
（
大
阪
高
判
昭
和
三
七
年
一
二
月
一
 
 

八
日
金
融
法
務
事
情
三
三
二
号
一
八
頁
、
同
三
三
八
号
四
頁
（
以
下
、
「
参
 
 

考
判
例
五
」
と
い
う
。
〓
 
と
が
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
参
考
判
例
三
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ま
 
 

ず
、
一
般
的
に
被
控
訴
人
の
得
意
先
係
が
被
控
訴
人
と
基
本
と
な
る
預
金
 
 

契
約
を
締
結
し
て
い
る
顧
客
と
の
間
に
個
別
的
な
預
金
契
約
を
締
結
す
る
 
 

権
限
を
有
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
、
被
控
訴
人
は
得
意
先
係
 
 

に
は
預
金
契
約
を
締
結
す
る
権
限
は
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
証
拠
に
よ
れ
 
 

ば
、
被
控
訴
人
の
得
意
先
係
が
顧
客
か
ら
預
金
を
集
金
す
る
場
合
、
あ
ら
 
 

か
じ
め
得
意
先
係
に
交
付
し
て
あ
る
領
収
書
用
紙
綴
の
う
ち
集
金
予
定
枚
 
 

数
に
被
控
訴
人
の
支
店
長
が
被
控
訴
人
の
印
章
を
押
捺
し
て
お
き
、
得
意
 
 

先
係
は
こ
れ
を
集
金
の
際
顧
客
に
交
付
す
る
か
ま
た
は
得
意
先
係
が
顧
客
 
 

の
所
持
す
る
預
金
通
帳
に
預
金
を
受
入
れ
た
旨
を
記
入
L
捺
印
す
る
取
扱
 
 

い
と
な
っ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
得
意
先
係
の
名
刺
や
領
収
書
用
紙
 
 

に
同
係
個
人
の
印
章
を
押
捺
し
て
領
収
書
の
代
用
と
す
る
便
法
も
と
ら
れ
 
 

て
お
り
、
ま
た
得
意
先
係
が
出
張
す
る
場
合
は
被
控
訴
人
の
支
店
長
の
出
 
 

張
命
令
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
運
用
上
右
手
綻
は
厳
格
に
行
わ
れ
 
 

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
右
認
定
に
反
す
る
証
拠
は
な
い
。
し
 
 

て
み
る
と
、
被
控
訴
人
の
得
意
先
係
は
、
被
控
訴
人
と
の
間
に
基
本
と
な
 
 

る
預
金
契
約
を
締
結
し
て
い
る
顧
客
か
ら
預
金
と
す
る
趣
旨
で
金
員
の
交
 
 

付
を
受
け
た
場
合
、
個
別
的
預
金
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
 
 

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
。
 
 
 

ま
た
、
参
考
判
例
四
も
、
「
証
人
A
、
同
B
の
各
証
言
お
よ
び
原
告
本
人
 
 

尋
問
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
A
は
、
昭
和
三
九
年
一
〇
月
頃
か
ら
昭
和
四
一
 
 

年
三
月
頃
ま
で
被
告
K
支
店
の
預
金
担
当
の
支
店
長
代
理
で
あ
っ
て
、
預
 
 

金
の
勧
誘
お
よ
び
受
入
を
す
る
職
務
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
原
告
か
 
 

ら
の
右
金
員
の
受
入
に
つ
い
て
、
A
は
、
被
告
理
事
長
作
成
名
義
の
額
面
 
 

金
額
三
五
〇
万
円
、
期
間
三
か
月
と
す
る
原
告
宛
の
定
期
預
金
証
書
を
交
 
 

付
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
右
記
走
を
左
右
す
る
証
拠
は
な
い
。
右
事
実
 
 

に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
は
じ
め
頃
、
原
告
と
被
告
と
の
間
に
お
 
 

い
て
、
原
告
を
預
金
者
と
す
る
金
額
三
五
〇
万
円
、
期
間
三
か
月
の
定
期
 
 

預
金
契
約
が
成
立
し
た
も
の
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
。
 
 
 

こ
れ
に
反
し
、
参
考
判
例
五
は
、
「
控
訴
人
が
当
座
預
金
口
座
へ
の
入
金
 
 

と
か
定
期
預
金
又
は
普
通
預
金
と
し
て
の
預
け
入
れ
と
か
そ
の
他
各
種
の
 
 

取
引
に
つ
き
顧
客
か
ら
金
員
を
受
け
入
れ
る
手
続
と
し
て
は
、
当
該
顧
客
 
 

が
自
ら
控
訴
人
の
支
店
等
の
営
業
所
に
出
向
い
て
そ
の
窓
口
に
直
接
現
金
 
 

九
七
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を
差
し
出
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
受
領
し
た
窓
口
の
係
員
が
、
ま
た
若
し
 
 

営
業
所
所
属
の
外
務
係
員
が
営
業
所
外
に
お
い
て
後
記
の
よ
う
な
受
領
権
 
 

限
に
基
き
顧
客
か
ら
直
接
右
の
よ
う
な
控
訴
人
と
の
取
引
上
授
受
す
べ
き
 
 

金
員
と
し
て
現
金
を
受
領
し
た
場
合
に
は
そ
の
外
務
係
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

同
営
業
所
に
お
け
る
出
納
係
に
右
金
員
を
手
渡
し
て
収
納
せ
し
め
、
出
納
 
 

係
が
収
納
し
た
金
額
に
つ
い
て
入
金
伝
票
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
し
、
預
 
 

金
預
け
入
れ
の
趣
旨
で
右
受
け
人
れ
を
し
た
場
合
に
は
右
の
入
金
伝
票
を
 
 

預
金
係
に
廻
付
し
預
金
係
と
し
て
は
右
伝
票
に
よ
っ
て
金
員
が
受
け
入
れ
 
 

ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
得
て
始
め
て
預
金
証
書
の
作
成
、
元
帳
の
記
載
そ
 
 

の
他
預
金
に
関
す
る
事
務
手
続
を
進
行
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
 
 

て
、
右
手
続
を
経
由
し
な
い
顧
客
か
ら
の
金
員
受
け
入
れ
は
そ
の
営
業
組
 
 

織
上
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
 
 

顧
客
が
提
供
し
た
金
員
を
前
記
窓
口
係
員
若
し
く
は
外
務
係
員
が
一
受
領
の
 
 

権
限
に
基
い
て
現
に
こ
れ
を
受
領
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
、
当
該
金
員
授
 
 

受
の
趣
旨
に
応
じ
て
所
定
の
受
け
入
れ
手
続
が
未
だ
完
了
し
な
い
間
に
お
 
 

い
て
は
単
純
な
金
銭
所
有
権
の
移
転
が
生
じ
た
と
い
う
に
止
ま
り
、
具
体
 
 

的
場
合
の
金
銭
授
受
の
趣
旨
目
的
に
従
っ
た
受
け
入
れ
が
な
さ
れ
た
も
の
 
 

と
は
解
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
被
控
訴
人
が
昭
和
二
三
年
…
 
 

二
月
二
ハ
ロ
及
び
そ
の
前
後
の
時
期
に
金
五
〇
万
円
の
定
期
預
金
と
し
て
 
 

預
け
入
れ
る
趣
旨
で
現
金
五
〇
方
円
を
控
訴
人
横
川
支
店
に
現
実
に
交
付
 
 

し
同
支
店
が
所
定
の
手
続
に
よ
り
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
事
実
は
全
 
 

証
拠
資
料
に
よ
っ
て
も
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
一
般
 
 

に
銀
行
取
引
上
定
期
預
金
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
定
期
預
金
取
引
が
法
 
 

律
上
は
消
費
寄
託
契
約
た
る
性
質
を
必
ず
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 
 

預
金
す
べ
き
現
金
そ
の
他
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
現
実
的
経
済
価
値
を
預
り
 
 

九
八
 
 

主
た
る
当
該
金
融
機
関
が
そ
の
組
織
上
予
定
せ
ら
れ
た
手
続
に
従
っ
て
現
 
 

実
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
 
 

る
。
し
か
し
、
同
判
決
も
、
「
当
該
金
員
授
受
の
趣
旨
に
応
じ
て
所
定
の
受
 
 

け
入
れ
手
続
が
未
だ
完
了
し
な
い
間
に
お
い
て
は
単
純
な
金
銭
所
有
権
の
 
 

移
転
が
生
じ
た
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
金
融
機
関
側
の
責
任
を
否
定
し
て
 
 

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

い
ず
れ
の
裁
判
例
も
、
行
員
が
預
か
っ
た
場
合
に
、
預
か
っ
た
金
員
に
 
 

つ
い
て
の
金
融
樺
関
の
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
に
お
け
る
 
 

差
異
は
な
い
が
、
一
方
は
行
員
が
預
か
っ
た
時
点
で
預
金
が
成
立
す
る
と
 
 

し
、
他
方
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
併
せ
て
考
 
 

慮
す
る
と
行
員
が
預
か
っ
た
時
点
で
預
金
契
約
が
成
立
す
る
と
し
た
方
が
 
 

い
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
行
員
が
横
領
な
ど
し
た
と
き
に
は
金
融
槻
関
 
 

が
預
金
契
約
内
容
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
参
考
判
例
五
の
よ
 
 

う
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 
 

脚
 
本
判
決
の
検
討
 
 
 

夜
間
金
庫
に
預
け
ら
れ
た
金
銭
に
つ
い
て
は
、
預
金
の
成
立
時
期
は
、
 
 

①
預
金
者
が
夜
間
金
庫
に
投
入
し
た
時
と
、
②
金
融
機
関
に
お
い
て
金
額
 
 

を
確
認
し
て
受
入
手
続
を
行
っ
た
時
な
ど
に
考
え
方
が
分
か
れ
る
と
思
 
 

う
。
本
事
件
の
第
一
審
は
こ
の
点
に
つ
き
、
夜
間
金
庫
規
定
を
検
討
し
た
 
 

期
は
、
Y
が
翌
営
業
時
間
開
始
後
に
入
金
処
理
を
行
っ
た
と
き
と
解
す
る
 
 

の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
後
者
の
説
を
と
り
、
控
訴
審
 
 

も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
破
産
手
 
 

続
開
始
後
に
預
金
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
Y
が
こ
れ
を
貸
 
 
 

上
で
、
「
夜
間
金
庫
利
用
の
場
合
に
お
い
て
当
座
預
金
契
約
が
成
立
す
る
時
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付
債
権
と
相
殺
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
じ
 
 
 

し
か
し
、
も
し
、
Y
が
九
時
ま
で
に
入
金
手
続
き
を
完
了
し
て
い
れ
ば
 
 

相
殺
で
き
た
こ
と
に
な
る
っ
 
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
業
態
の
悪
化
し
て
 
 

い
る
取
引
先
あ
る
い
は
懸
念
さ
れ
る
取
引
先
が
夜
間
金
庫
を
利
用
し
て
い
 
 

る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
入
金
処
理
す
れ
ば
よ
か
っ
 
 

た
の
だ
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
結
果
論
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

九
九
 
 




